
(1) 昭和51年 8月21日発行 ひ じ か わ 発行：肱川町企画経済課 第 40号

昭和41年 (7月未）昭和46年 (7月未）昭和51年 (7月未）

2,762人 2,230人 2,036人

2,923人 2,282人 2,117人

5,685人 4,512人 4,153人

1,250世帯 1,165世帯 1,105世帯

転入した人
転出した人

人
人
1
9
3
 

桜
田
末
満
さ
ん

二
女
い
づ
み
ち
ゃ

ん中
川
義
彦
き
ん

長
女
宏
美
ち
ゃ
ん

亀
岡
政
男
さ
ん

長
男
政
勝
ち
ゃ
ん

冨
永
斉
登
さ
ん

二
男
哲
也
ち
ゃ
ん

冨

永

勲

さ

ん

二
男
航
太
ち
ゃ
ん

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

浅
川
カ
ヲ
ル
さ
ん

(68オ）

石
脇
速
人
さ
ん

(70オ）

悦
三
さ
ん

(91オ）

広

常

藤
之
原

市
之
畦

京 敷 中 協

造 フJ< 野

橡
の
木
瀬 生

岡
村

お

誕

生

お

め

で

と

う

い
き
が
い
の
あ
る
暮
し

◎
お
と
し
よ
り
と
共
に
。

◎
本
に
親
し
む

「
大
切
に
」

第 1表

悶 調査地区 jlijkm慧5ま0年度で51年度 52年度 53年度 54年度 55年度

41 中居谷 （全） 3 25 完了 （認証44年度） （登記45年度）

42 
名荷谷 (1)

4 75 ＂ 
（認証45年度） （登記46年度）

（協生・嘉城・山槌一部）

43 
名荷谷 (2)

5 19 ＂ （認証46年度） （登記47年度）
（共栄・上森山・山槌一部）

43 
宇和川 (1)

0 90 ＂ 
（認証46年度） （登記47年度）

（道野尾・山槌一部）

44 予子林（全） 6 05 II （認証47年度） （登記48年度）

45 
大谷 (1)

5 47 ＂ 
（認証48年度） （登記49年度）

（白石・影地・広常・久保）

46 
大谷(2)

4 93 ＂ （認証48年度） （登記49年度）
（智者の木・大平・大屋敦•森・肱栄）

47 宇和川野(2ヽ)藪 8 38 " （認証50年度） （登記50年度）
（大和・中 •Il ) 

48 
宇和川 (3)

4 90 仕上
認証

（萩野尾・小畑井・汗生） 登記

49 
山鳥坂 (1)

5 53 面測 仕上
認証

（鹿野川・京造・見の越・月の尾） 登記

50 （下敷水山・敷鳥水坂・上(敷2水)・菟の尾） 5 10 測量 面測 仕上
認証

登記

51 
山鳥坂 (3)

5 13 測量 面測 仕上
認証

（奥の山・下嵯峨谷・上嵯峨谷） 登記

52 
中津（全）

3 77 測量 面測 仕上
認証

（中津・小倉） 菩 記

地籍調査年度別進捗状況表

第2表昭和51年度国土調査事業計画
工程別 実施地区 面積 筆数

基準点 中津地区 km' 筆

＝角測量 中津・小倉 3 77 2,834 

基準点 中津地区
3.77 2,834 

多角測量 中津・小倉

一筆地調査
山鳥坂 (5)

4.23 4,023 
下嵯峨谷・上嵯峨谷

細部
山鳥坂 (35) 

境界測量
奥の山・下嵯峨谷 5.13 3,617 

上嵯峨谷

山烏坂 (4)(3) 

面積測定
奥の山下敷水敷水

5.10 4,305 
上敷水菟野尾

橡の木瀬

山鳥坂 (1.2.3)

とりまとめ 下鹿野川 上鹿野川・京造
6.43 3,212 

（仕上） 見の越月野尾奥の山

八重栗の一部・中野の一部

宇和川 (5)

認 証 小畑井萩野尾 4 90 2,060 

汗生

ヌ旦 記
宇和川 (5)

4.90 2,060 
同 上

「

国

土

の

開

発

及

び

保

全

並

び

に

そ

の

利

用

の

高

度

化

に

資

す

る

と

と

も

に

、

あ

わ

せ

て

地

籍

の

明

確

化

を

図

る

た

め

、

土

地

の

実

態

を

科

学

的

且

つ

総

合

的

に

調

査

す

る

」

こ

と

を

目

的

と

し

て

、

昭

和

二

十

六

年

に

、

「

国

土

調

査

法

」

が

制

定

さ

れ

、

こ

れ

に

基

づ

い

て

全

国

の

各

市

町

村

が

実

施

主

体

と

な

り

、

こ

の

調

査

が

行

わ

れ

て

お

り

ま

す

。

国

土

調

査

は

国

土

の

基

瑛

調

査

で

あ

り

、

地

籍

調

査

、

土

地

分

類

調

査

お

よ

び

、

水

調

査

の

三

つ

に

分

類

さ

れ

ま

す

。

地

籍

調

査

は

、

土

地

の

量

の

調

査

で

あ

り

、

土

地

分

類

調

査

は

、

土

地

の

質

の

調

査

で

あ

り

、

水

調

査

は

、

水

に

関

す

る

基

碇

調

査

で

す

。

現

在

肱

川

町

で

行

っ

て

い

る

調

査

は

、

そ

の

中

の

地

籍

調

査

で

あ

っ

て

、

「

国

土

調

査

法

に

基

づ

く

地

籍

調

査

」

と

い

う

の

が

正

し

い

名

称

で

す

。

肱
川
町
で
は
、
昭
和
四
十

一
年
度
か

ら
地
籍
調
査
に
着
手
、
以
来
本
年
度
で

十

一
年
日
に
な
り
ま
す
。

肱
川
町
の
面
槙
は
六
三

・
三
五
平
方

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
そ
の
う
ち
五
十
年
度

ま
で
に
醐
量
を
終
っ
た
面
積
は
五
＿
四
・

四
五
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

（
約
八
六
％

の
完
了
）
で
す
。

調
査
の
進
捗
状
況
は
第

1
表
の
と
お

り
で
す
。
本
年
度
嵯
峨
谷
地
区
、
来
年

度
中
津
地
区
で
測
量
は
終
り
ま
す
。

地
籍
調
査
は
、
土
地
の
開
発

（
基
盤

整
備
等
）
で
あ
れ
、
改
造

（農
構
、
林

構
等
）
で
あ
れ
、
す
べ
て
の
根
元
、
根
拠

と
な
る
も
の
で
あ
り
、
町
と
し
て
も
一

番
大
切
な
基
礎
と
な
る
も
の
で
す
。

土
地
所
有
者
の
指
さ
ん
に
と
っ
て
も
、

す
べ
て
の
土
地
の
基
礎
調
査
で
あ
り
、

正
し
い
測
量
に
よ
っ
て
、
皆
さ
ん
の
大

切
な
財
産
で
あ
る
土
地
の
位
置
、
形
、

地
番
、
地
自
、
面
積
な
ど
を
現
況
に
合

っ
た
明
確
な
も
の
に
す
る
重
大
な
仕
事

で
す
。土
地
の
戸
籍
と
も
い
う
べ
き
土
地
台

帳
や
、
字
限
図
は
明
治
に
で
き
た
も
の

で
、
当
時
の
測
量
技
術
の
幼
稚
さ
と
、

長
い
年
月
を
経
た
た
め
、
現
況
と
違
う

も
の
が
多
く
、
精
度
が
低
い
の
で
こ
れ

を
現
況
に
合
っ
た
精
度
の
高
い
正
確
な

も
の
に
す
る
た
め
に
行
う
も
の
で
、
こ

れ
に
よ
り
登
録
簿
、
土
地
台
帳
は
改
め

ら
れ
、
正
し
い
も
の
に
な
っ
て
ゆ
き
ま

す。
昭
和
五
十
年
度
ま
で
に
調
査

（登
記

ま
で
）
を
完
了
し
た
も
の
で
、
そ
の
実

施
、
前
、
後
の
筆
数
、
面
積
の
変
動
状

況
は
紙
面
の
都
合
で
紹
介
で
き
ま
せ
ん

が
合
併
等
に
よ
り
筆
数
は
減
少
し
、
面

槙
は
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

地

籍

調

査

の

効

果

町
や
公
共
団
体
に
と
っ
て

土
地
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
施
策
の
基

礎
資
料
と
な
る
も
の
で
、
公
共
土
木
事

業
、
土
地
改
良
事
業
、
農
林
業
構
造
改

善
事
業
、
総
合
開
発
事
業
、
宅
地
工
場

用
地
造
成
事
業
等
に
、
精
度
の
高
い
地

図
に
よ
る
正
確
な
計
画
が
で
き
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

住
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
も

〇
農
林
業
等
の
経
営
合
理
化
、
正
確
な

経
営
面
槙
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
、
そ
の
上
で
の
経
営
合
理
化
が
可

能
と
な
り
ま
す
。

0
土
地
の
境
界
紛
争
解
決
と
防
止
、
境

界
及
び
面
槙
の
正
確
涵
型
鴨
』
よ
り
、

ま
た
地
籍
図
に
よ
る
境
界
の
復
元
も

可
能
な
た
め
に
紛
争
解
決
も
容
涜
に

な
り
ま
す
。

0
公
租
、
公
課
等
負
担
の
公
平
化
、
土

地
の
正
確
な
画
槙
が
で
て
き
ま
す
の

で
、
そ
の
結
果
、
税
金
、
各
組
合
員
等

の
負
担
も
公
平
に
な
り
ま
す
。

地
籍
調
査
に
よ
り
、
土
地
の
正
確
な

実
態
の
把
握
が
行
わ
れ
、
そ
れ
が
基
礎

と
な
り
、
あ
ら
ゆ
る
方
面
で
有
効
に
活

用
さ
れ
る
こ
と
、
又
更
に
こ
の
調
査
の

成
果
に
よ
り
個
人
の
大
切
な
財
産
（
土

地
）
の
維
持
、
管
理
、
保
護
が
正
し
く
行

わ
れ
る
こ
と
、
こ
れ
が
真
の
効
果
で
す
。

本
年
度
境
界
測
墨
を
行
う
の
は
、
上

嵯
峨
谷
、
下
嵯
峨
谷
及
び
奥
の
山
地
区

で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
地
区
の
士
地
所

有
者
は
境
界
杭
の
設
置
、
境
界
の
切
り

開
き
に
つ
い
て
こ
協
力
を
お
願
い
し
ま

す。
そ
の
他
本
年
度
事
業
計
画
は
第

2
表

の
と
お
り
で
す
。

◎
趣
味
を
生
か
そ
う

41
年
度
か
ら
調
査
開
始
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着々と進む現地測量。あとは嵯峨谷・中津地区をのこすのみとなった。

趣
味
は

私
の
趣
味
は
、
先
人
の
足
趾
を
た

ぐ
っ
て
み
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う

か
。
あ
っ
た
こ
と
か
な
か
っ
た
こ
と

か
、
ど
こ
ま
で
ほ
ん
と
か
嘘
か
の
判

ら
ん
こ
と
に
し
ま
し
て
も
、
遠
い
昔

の
御
先
祖
か
ら
語
り
博
え
て
く
れ
て

お
る
こ
と
を
、
そ
し
て
又
、
先
人
の

遺
し
て
く
れ
て
お
る
違
大
な
る
足
趾

を
、
山
の
中
、
畑
の
隅
、
叢
の
中
を

訪
ね
歩
い
て
そ
の
昔
を
偲
び
つ
つ
、

そ
こ
に
ま
つ
わ
る
博
説
を
更
に
後
世

の
人
々
の
た
め
に
博
え
残
し
て
お
き

た
い
こ
と
の
趣
味
、
私
の
生
き
る
支

え
の
よ
う
で
こ
ざ
い
ま
す
。

議
員
と
し
て
の
基
本
姿
勢
と

心
構
え

一
口
に
言
っ
て
し
ま
え
ば
、
議
員

の
本
分
を
つ
く
す
こ
と
、
と
い
う
こ

と
で
は
あ
り
ま
す
ま
い
か
。
こ
の
こ

と
は
簡
単
に
言
え
る
こ
と
で
は
こ
ざ

い
ま
す
け
れ
ど
も
、
た
い
へ
ん
む
づ

か
し
い
こ
と
で
、
容
易
な
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
「
私
が
議
員
に
な
っ

た
ら
、

出
し
て
も
ら
っ
た
ら
、
あ
れ

も
し
た
い
、
こ
れ
も
す
委
し
て
み

せ
る
、

や
っ

て
み
る
。
」
な
ど
と
希
望

を
も
ち
、
砲
負
を
語
り
公
約
め
い
た

こ
と
な
ど
を
た
と
え
し
た
と
し
て
も
、

い
ざ
議
員
に
出
し
て
も
ら
っ
た
ら
、

な
か
な
か
考
え
て
い
た
よ
う
に
は
参

り
ま
せ
ん
。
議
員
に
与
え
ら
れ
て
お

り
ま
す
と
こ
ろ
の
、
責
任
、
任
務
、

樺
利
と
い
う
も
の
が
何
ん
で
あ
る
か

と
い
う
こ
と
と
、
そ
し
て
そ
の
限
界

が
ど
こ
ま
で
か
を
知
る
こ
と
の
勉
強

だ
け
で
も

一
生
懸
命
で
は
な
い
の
で

し
ょ
う
か
°
執
行
機
関
の
長
と
、
意

思
決
定
機
関
の
議
員
と
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
職
務
権
限
を
分
担
し
て
お
り
、

両
機
関
は
相
互
に
牽
制
も
し
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
、
車
の
両
輪
の
如
し
、
と

は
い
う
も
の
の
、
何
ん
で
も
ハ
イ
、

賛
成
、
お
っ
し
ゃ
る
通
り
と
い
う
こ

と
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
す
ま
い
。
両

機
関
の
均
衡
を
保
持
し
な
が
ら
、
自

治
行
政
の
強
力
に
し
て
公
正
な
運
営

を
、
町
民
の
た
め
に
す
る
と
い
う
こ

と
こ
そ
、
議
員
の
本
分
で
あ
り
そ
の

本
分
を
つ
く
せ
る
た
め
の
勉
強
を
懸

命
に
す
る
こ
と
が
、
議
員
と
し
て
の

基
本
姿
勢
で
あ
り
大
切
な
心
構
え
で

は
あ
り
ま
す
ま
い
か
。
そ
こ
ま
で
の

勉
強
が
ま
だ
出
来
ぬ
う
ち
に
、
も
う

あ
か
ん
、
あ
れ
は
駄
日
、
も
う
止
め

よ
と
首
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
ま
だ
出
と
う
て
も
：
＇
；
：

0

ー
。
•
,
o
1
"

0
,
!
。ー・・――

植
木
武
雄
き
ん
は
、
八
月
九
日
、

午
後
、
突
然
の
病
い
に
倒
れ
ら
れ
、

そ
の
ま
ま
永
眼
さ
れ
ま
し
た
。

植
木
き
ん
は
、
昭
和
二
十
六
年
四

月
初
当
選
以
来
二
十
五
年
間
に
わ
た

っ
て
議
会
活
動
に
尽
さ
れ
、
そ
の
間

庁
舎
建
設
の
特
別
委
貝
長
を
は
じ
め

そ
の
他
各
委
貝
長
を
歴
任
。
現
在
で

は
議
会
副
議
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

こ
こ
に
植
木
さ
ん
の
生
前
を
偲
び、

深
く
哀
悼
の
誠
を
捧
げ
ま
す
。

運
動
九
月
の
目
標

，
 

• 
`
 
．．
．
 
＂ -i＿一

．ヽ
'
.
.
 9
 ．．
 

．
 

植木 武雄さん

0
入
居
一
ヶ
月
、
少
々
ヨ
ゴ
レ
ま
し
た

職
員
皆
ん
な
で
新
庁
舎
の
大
掃
除

(
7

.
5
)
 

0
新
議
事
堂
で
の
初
議
会
は
背
広
姿
で

威
骸
を
正
し
て
。

補
正
予
算
五
0
五
0
万
円
な
ど

一六

件
、
原
案
ど
お
り
可
決

(
7
.
9第一

0
六
回
定
例
会
）

0

「
話
し
込
ん
で

一
晩
に

一
戸
し
か
よ

う
ま
わ
ら
ん
日
も
あ
っ
た
ん
ぜ
」
三
0

人
の
統
計
調
査
員
の
皆
さ
ん
こ
く
ろ
う

さ
ま
で
し
た
。
お
か
げ
き
ま
で
正
し
い

統
計
が
で
き
ま
す
。
（

7

．9
果
樹
基

本
統
計
調
査
審
査
終
る
）

0

「
も
う
少
し
来
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

病
院
で
は
で
き
な
い
、
食
事
や
日
常
生

活
の
指
導
、
詳
し
い
衛
生
敦
育
も
行
っ

て
い
る
ん
で
す
よ
。
勿
論
診
察
も
し
て

い
ま
す
」
…
担
当
者
の
弁
…

(7
.
9

妊
婦
健
康
相
談
）

〇
肱
川
亀
田
局
長
三
十
七
年
、
予
子
林

大
野
局
長
三
十
年
、
長
い
間
の
郵
政
業

務
御
苦
労
様
で
し
た
。
新
局
長
さ
ん
肱

川
の
た
め
に
よ
ろ
し
く

(
7
.
1
0新
旧

郵
便
局
長
歓
迎
会
）

0
七
月
に
入
っ
て
交
通
事
故
激
増
、
皆

さ
ん
の
交
通
安
全
を
願
っ
て
、
夏
の
交

通
事
故
防
止
運
動
始
ま
る
。

(
7
.
1
2

1
8
.
1
1
)
 

0
今
年
も
多
く
の
土
木
工
事
が
あ
り
ま

す
。
不
正
な
入
札
、
手
抜
き
工
事
は
し

な
い
よ
う
！
土
木
業
者
を
集
め
て
厳
重

注
意

(
7
.
1
6士
木
事
業
打
合
会
）

0
今
年
は
台
風
の
当
り
年
、
タ
バ
コ
、

ク
リ
、
桑
へ
の
影
響
が
心
配
。
台
風
9

号
は
幸
に
し
て
長
崎
で
消
滅
。
只
今
夕

バ
コ
の
最
盛
期
、
ほ
っ
と
胸
を
な
で
お

ろ
す
。

(
7
.
1
9
)

0
ム
シ
歯
が
多
い
で
す
ね
。
フ
ッ
素
塗

布
後
で
も
、
歯
を
み
が
か
な
け
れ
ば
だ

め
で
す
よ
。
お
菓
子
を
食
べ
た
ら
お
水

で
”
グ
ク
／
＼
Ii

し
ま
し
ょ
う
ね
。

1
0
組
の
母
子
が
参
加
。
ス
ラ
イ
ド

で
勉
強
、
幼
児
の
歯
に
フ
上
登
布

(7

•
2
0ムシ
歯
予
防
敦
室
）

0
曲
角
で
は
、
徐
行
と
警
笛
を
ー

大
駄
場
で
普
通
車
同
志
衝
突
、
救
急

車
出
動
す
る
。

(
7
.
2
5
)

〇
箱
型
で
赤
色
灯
が
前
後
に
二
つ
、
ホ

ン
モ
ノ
の
救
急
車
が
来
ま
し
た
。
早
速

隊
員
の
試
運
転
始
ま
る
°
緊
急
発
進
待

機
中

(
7
.
2
6
)

0

「
県
道
の
カ
ー
ブ
の
切
取
り
は
是
非

や
っ

て
も
ら
わ
ん
と
、

あ
ぶ
の
｝
三
て
い

け
ま
せ
ん
ぞ
。
」
＝
＝
一
名
の
地
区
民
か
ら

活
発
な
意
見
続
出
。

(
7
.
2
8岩
谷
地

区
、
お
茶
の
間
懇
談
会
）
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も
あ
り
治
療
に
訪
れ
る
人
く
人
も
か
な
り
あ
る
。

こ
れ
と
い

っ
て
今
後
の
問
題
は
多
く
特
に
後
継
者
の

で
大
い
に
賑
わ
っ
て
い
た
と
聞
く
。
自
慢
す
る
所
も
な
い
け
れ
ど
、

三
方
山
閻
国
は
深
刻
で
、
現
在
小
・
中
学
生
は

し
か
し
、
近
年
急
激
な
産
業
構
造
の
に
囲
ま
れ
た
自
然
は
何
か
心
に
安
ら
ぎ
全
然
居
な
く

一
オ
に
な
る
子
供
一
人
で

変
化
か
ら
こ
の
地
も
例
に
漏
れ
る
こ
を
与
え
て
く
れ
る
不
思
議
な
所
で
あ
り
、
静
か
さ
と
平
行
し
て
活
気
の
な
い
所
で

と
な
く
、
私
が
子
供
の
こ
ろ
は
戸
数
他
町
村
と
隣
接
、
道
路
も
続
い
て
い
る
も
あ
る
。
こ
れ
は
ち
ょ
う
ど
世
代
の
代

-―― 

，
 

•• 

ヽ

小 畑

・ 

妊
婦
検
診

と

き

九

月

九

日

十
三
時
ー
十
五
時

と
こ
ろ
肱
川
町
公
民
館

乳
児
健
康
相
談

と

き

九

月

十

＝

百

+
＝一
時
ー
十
五
時

と
こ
ろ
肱
川
町
公
民
館

人
権
法
律
相
談

と

き

九

月

十

日

十
時
ー
十
五
時

と
こ
ろ
肱
川
町
公
民
館

不
用
犬
の
回
収

と

き

九

月

十

四

日

十
一
時
ま
で

と
こ
ろ
肱
川
町
役
場

不
燃
物
収
集

収
集
日
九
月
十
四
日

収
集
地
区
岩
谷
、
予
子

林
、
中
津
地
区
、
京
造
、

見
の
越
月
の
尾
部
落

十
＿
―
-
日
中
に
、
所
定
の
場

所
へ
集
荷
の
こ
と
。

〇
胃
の
検
診

と
き
九
月
七
日
か
ら

十
日
ま
で

七
時
ー
十
時

小
畑
井
と
言
っ
て
も
御
存
知
な
い
十
一
戸
あ
っ
た
け
れ
ど
今
で
は
七
戸
で
関
係
上
交
流
も
多
い
。
又
戸
数
が
少
な

方
も
多
い
と
思
う
。
肱
川
の
中
心
か
人
口
二
十
四
人
に
減
っ
て
し
ま
っ
た
。
い
せ
い
か
意
見
の
違
い
見
解
の
相
違
か

ら
は
程
遠
く
北
西
の
位
置
に
あ
り
最
小
さ
な
谷
あ
い
の
集
落
。
こ
れ
が
我
が
ら
喧
嘩
も
よ
く
す
る
け
れ
ど
仲
な
お
り

も
大
洲
市
と
近
い
所
で
あ
る
。
私
が
故
郷
小
畑
井
で
あ
る
。
七
戸
と
も
農
家
も
早
く
重
大
な
出
来
事
も
な
く
平
和
に

生
ま
れ
る
前
は
、
歯
科
医
で
専
業
農
家
は
少
な
く
出
稼
ぎ
に
出
向
暮
ら
せ
る
良
い
所
で
あ
る
。

才
児
た
だ
一

井
子
ど
も
は 集会所をきれいに．I

ー下敷水，敷水子供会一

人

と
こ
ろ
肱
川
町
公
民
館

通
知
書
に
記
載
さ
れ
た
日
時
に
き
て

下

さ

い

。

（

町

民

課

）

〇
心
配
ご
と
相
談

八
月
二
十
五
日

楠
野
、
山
中
相
談
員

九
月
五
日

佐
久
保
、
戒
野
相
談
貝

九
月
十
五
日

森
本
、
中
野
相
談
員

九
月
二
十
五
日

福
田
、
堀
尾
相
談
員

受
付
九
時
ー
十
六
時

と
こ
ろ
肱
川
町
公
民
館

（肱
川
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

岩
谷
小
学
校
の

下
敷
水
と
敷
水
部

落
子
供
会
で
は
、

夏
休
み
中
の
校
外

活
動
と
し
て
部
落

の
集
会
所
の
掃
除

や
草
引
き
を
続
け

て
い
ま
す
。

ま
た
、
「
大
切

に
」
運
動
に
ち
な

広
常
部
落
、
都
谷
文
雄
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
六
年
、
法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
委
嘱
さ
れ

て
以
来
、
私
た
ち
が
、
人
に
知
ら
れ
た
く
な
い
「
悩
み
「
）
と
」
な
ど
、
人
権
問
題
に
つ
い
て
、
心
を
こ
め

て
、
そ
の
「
道
し
る
ぺ
」
と
な
る
べ
く
活
躍
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

都
谷
さ
ん
の
深
い
経
験
と
広
い
見
識
に
よ
る
そ
の
功
績
に
対
し
、
こ
の
た
ぴ
、
松
山
地
方
法
務
局
長
か
ら

ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

ま
す
ま
す
ご
活
躍
を
お
祈
り
し
ま
す
。

ん
で
、
花
だ
ん
づ

く
り
と
時
間
を
守

る
呼
び
か
け
の
看

板
を
自
作
し
て
立

て
ま
し
た
。

夏
休
み
に
は
い

っ
た
暑
い
日
、

皆

ん
な
で
ブ
ロ
ッ
ク

を
運
ん
だ
り
、
土

を
運
ん
で
、
き
れ

い
な
花
だ
ん
が
で

き
上
り
ま
し
た
。

時
間
を
守
る
看

板
の
ペ
ン
キ
ぬ
り

は
ハ
ケ
の
う
ば
い

合
い
で
一
騒
動
で

す。花
だ
ん
作
り
に

は
、
お
父
さ
ん
や

お
母
さ
ん
も
、
石

稿
を
し
て
敷
地
を

作
る
な
ど
忙
し
い

中
を
協
力
さ
れ
ま

し
た
。

i
i
i
,
•
•
I

『
『

.
1

ー
：
；

i
i
i
‘

；
員
員
ー

醤
暑
賜

な
お
、
中
川
清
き
ん
の
住
所
は
、
「
中

醤
嘉
嘉
扇

疇

肱

川
町
に
お
け
る
し
い
こ
れ
書
ゞ
む
要
因
は
山
槙
し
て
い
る
。

中
川
清
さ
ん
は
、
一
昨

年
の
十
二
月
に
末
娘
の
秀
国
江
宇
省
撫
順
市
老
虎
台
虎
東
街
老
九

夙
さ
ん
と
、
涸
か
し
い
日
本

組
」
で
す
。

へ一

時
里
帰
り
を
し
て
、

昨
年
九
月
に
中
国
へ
帰
国
藤
川
町
長
、
町
民
全
員
の
皆
様
へ
。

暑
中
お
見
舞
申
し
上
げ
ま
す
。

た
け
栽
培
は
昭
和
一
―

10
年
そ
れ
で
は
、
今
後
の
打
開
策
を
検
討

さ
れ
ま
し
た
。

族
芦
麟
闘
配
’
〗
直
戸
賛

□只
直
疇
鱈
罰
戸
旦

．

芦鱈
代
か
ら
は
じ
ま
っ
た
。
そ
し
て
み
た
い
。

ー
さ
ん
が
、
お
世
話
し
て
お
を
始
め
全
員
の
皆
様
に
は
、
そ
の
後
お

蒻
嘉
丑
点
t

れ
以
前
に
も
、
い
わ
ゆ
る
、
ま
ず
、
原
木
対
策
と
し
て
、
く
ぬ
ぎ

i

ら

れ

ま

し

た

。

容

¥
‘
i健
康
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

国
喝
蜀
暑

「
ナ
バ
ヤ
さ
ん
」

と
称
す
林
の
造
成

（新
値
）
と
早
期
育
成
で
あ

●

先

日

中

川

さ

ん

か

ら

次

な

つ

か

し

い

日

本

の

皆

様

と

お

別

れ

る

人

は

存

在

し

た

。

そ

の

人

達

が

今

日

る

。

前

者

は

、

雑

木

林

の

改

良

、

原

野

の

よ

う

な

便

り

が

あ

ぃ

し

て

、

早

く

も

十

ヶ

月

と

相

成

り

ま

し

の

元

祖

で

あ

る

こ

と

に

偽

り

は

な

い

。

へ

の

新

植

な

ど

可

能

性

は

残

さ

れ

て

い

た

。

私

達

親

子

が

日

本

滞

在

中

い

ろ

ぃ

三

0
年
の
半
ば
よ
り
、
森
林
組
合
の
指
る
。
後
者
は
、
新
植
林
は
勿
論
、
伐
採

導
体
制
の
中
に
、
し
い
た
け
が
重
点
的
跡
の
く
ぬ
ぎ
林
を
集
約
的
な
肥
培
管
理

-
t
-
.
1
 .. 
t
 .. 
I
 
.• 

1
 .. 
1
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る
〗
鰐
戸
鰐
い
い
ポ
イ
疲
戸
闘
彗
り
汀

□

｀
帽
鰐
＂

生産
性
の向
上
一
謬
譴

丘

国□[(給
水）

し
か
し
、
近
年
、
こ
の
王
座
に
対
し

炎
天
下
で
は
、
帽
子
も
必
要
で
す
が
、

品
質

の
改

善

一
淀

飯

技

術

厳
し
い
王
手
が
か
か
っ
て
お
り
、
あ
る

一
、
お
し
ゃ
べ
り
を
し
な
が
ら

一
緒
に
通
気
性
の
悪
い
帽
子
は
逆
効
果
で
す
。

面
で
は
新
し
く
転
換
を
す
べ
き
時
期
が

歩
い
て
い
た
人
が
、
急
に
無
口
に
な
る
。
な
お
、
日
射
病
と
ま
ち
が
い
や
す
い

き

て

い

る

と

想

定

さ

れ

る

。

結

び

に

一
例
を
あ
げ
参
考
に
供
し
た

二
、
歩
き
方
が
お
か
し
く
な
る
。
も
の
に
熱
疲
労
が
あ
り
ま
す
こ
れ
は

――-
、
汗
が
止
っ
て
皮
晒
が
か
わ
い
た
感
子
供
に
多
く
、
汗
を
た
く
さ
ん
か
い
た
そ
の
王
手
と
は
、
第

一
に
際
木
不
足
い
。
当
町
に
お
け
る
ホ
ダ
木
一
、
0
0
0

の
に
水
分
と
塩
分
を
と
ら
な
い
た
め
、

で
あ
る
。
昨
年
の
調
達
状
況
を
分
析
し
本
当
り
の
収
穫
量
は
平
均
二
三
キ
ロ
と

四
、
顔
が
赤
く
、
手
足
に
さ
わ

っ
て
み
脱
水
症
状
に
な
る
の
が
原
因
で
す
。
て
み
る
と
、
町
内
八
五
％
、
町
外

一
五
云
わ
れ
、
全
国
的
に
最
高
は
六
0
1
七

る

と

熱

い

な

ど

。

症

状

は

、

日

射

病

と

逆

で

、

顔

色

は

％

（

自

家

原

木

利

用

は

三
五
％
）
と
推
定

0
キ
ロ
を
模
っ
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。

こ
ん
な
症
状
が
あ
っ
た
ら
、
風
通
し
青
き
め
、
手
足
は
冷
た
く
な
っ
て
い
ま
さ
れ
る
。
不
足
に
よ
る
入
手
の
困
難
性
ホ
ダ
木
の
約
半
分
が
無
駄
に
な
っ
て
い

の
よ
い
木
か
げ
な
ど
に
運
び
、
衣
服
を
す
。
衣
服
を
ゆ
る
め
、
静
か
に
寝
か
せ
、
と
際
木
の
高
騰
は
、
現
状
の
し
い
た

け

る

こ
と
に
な
る
。
「
経
費
は
最
少
限
に
、

ぬ
が
せ
る
か
、
胸
元
を
開
い
て
勢
い
よ
塩
気
の
あ
る
軽
い
食
べ
も
の
と
水
を
飲
産
業
に
暗
い
影
を
投
げ
か
け
て
い
る
。

―収
穫
は
最
大
限
に
」
を
モ
ッ
ト
ー
と
し

く
あ
お
い
で
や
り
ま
す
。
ん
で
、
一
休
み
す
れ
ば
治
り
ま
す
。
食
次
い
で
、
人
件
費
の
上
昇
に
よ
る
労
て
、
肱
川
町
の
し
い
た
け
産
業
を
、
更

水
を
吹
き
か
け
た
り
、
氷
の
う
が
あ

塩
水
（
コ
ッ
プ
半
分
の
水
に
、
茶
サ
ジ
カ
の
問
璽
、
生
産
資
材
の
値
上
が
り
等
、
に
前
進
さ
せ
た
い
も
の
で
あ
る
。

れ
ば
当
て
る
な
ど
、
と
に
か
く
、
か
ら

半

分

の
塩
を
入
れ
る
）
を
飲
ま
せ
る
の

だ
を
冷
や
す
こ
と
。
け
い
れ
ん
が
起
こ
も
よ
い
。

わ
り
の
時
期
で
も
あ
る
け
れ
ど
、
又
農

業
経
営
形
態
の
諸
問
題
な
ど
、
ど
の

家
も
そ
の
よ
う
な
問
題
を
摺
え
て
い

る
現
状
で
あ
る
。
又
具
体
的
な
も
の

で
は
高
砂
か
ら
汗
生
を
経
て
小
畑
井

と
大
洲
市
小
倉
川
へ
続
く
道
路
も

一

部
町
道
に
編
入
し
て
な
い
所
や
補
修

改
良
し
な
く
て
は
い
け
な
い
個
所
も

んさ
4

ム
多
く
、
中
腹
を
走
る
主
要
幹
線
道
路

孝
で
も
あ
り
早
急
に
改
良
し
て
い
こ
う

と
思
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
我

野
が
国
も
今
ま
で
の
よ
う
な
高
度
経
済

中
成
長
は
考
え
ら
れ
ず
我
が
故
郷
小
畑

井
も
発
展
す
る
事
は
少
な
い
に
し
て

も
衰
退
す
る
原
因
も
見
当
ら
ず
今
の

ま
ま
で
推
移
す
る
も
の
と
思
え
る
。

こ
の
美
し
い
谷
あ
い
の
故
郷
を
も
っ

と
も
っ
と
住
み
や
す
い
故
郷
作
り
に

小
畑
井
住
民
は
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

受

付

日
浮
醤
醤
淳
己
謬
月

日
’
ふ
和
醤
坦
虫
ぢ
這
5
昇

登
記
所
（
法
務
局
の
登
記
課
及
び
支

同
・
出
張
所
）
で
は
、
登
記
簿
と
い
う

公
簿
を
備
え
、
不
動
産

（土
地
・
建
物

等
）
の
現
況
や
、
権
利
関
係
の
変
動
を

記
載

（登
記
）
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
登
記
簿
は
、
誰
で
も
手
数
料
を

納
め
て
、
利
害
の
関
係
あ
る
部
分
を
閲

覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
ま
た
謄

抄
本
の
請
求
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す

の
で
、
特
定
の
土
地
建
物
に
つ
い
て
、

所
有
者
が
誰
で
あ
り
、
地
上
権
や
抵
当

権
な
ど
他
人
の
権
利
が
つ
い
て
い
る
か

ど
う
か
、
そ
の
権
利
の
内
容
は
ど
の
よ

ロも一人前でペンキぬり （敷水）

う
な
も
の
で
あ
る
か
な
ど
を
容
易
に
知

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。とこ
ろ
で
皆
き
ま
方
が
登
記
簿
を
閲

覧
（
又
は
謄
抄
本
を
請
求
）
し
よ
う
と
0

0

 

す
る
と
き
に
は
、
そ
の
不
動
産
の
所
在
、

0

0

 

犀
距

（
郡
、
町
、
村
、
大
字
及
び
土
地

の
地
番
号
）
を
よ
く
調
査
の
う
免
、
閲

覧
申
請
書
（
謄
抄
本
申
請
書
）
に
正
し

く
表
記
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
れ

は
登
記
簿
が
士
地
の
地
番
号
順
序
（
建

物
は
建
物
の
敷
地
の
地
番
順
）
に
編
成

さ
れ
て
お
り
、
地
番
に
よ
っ
て
索
出

す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で

す。
こ
承
塵
督
肱
川
町
に
お
い
て
、

国
土
調
査
法
に
基
づ
く
調
査
事
業
が
行

わ
れ
、
そ
の
成
果
が
認
証
さ
れ
る
と
、

そ
れ
に
基
づ
い
て
登
記
簿
の
修
正
が
行

わ
れ
る
と
と
も
に
、
土
地
の
地
番
号
を

整
序
す
る
た
め
に
地
番
号
が
変
更
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

な
お
登
記
所
の
窓
口
に
来
ら
れ
る
方

の
う
ち
に
は
、
誤
っ
て
、
旧
地
番
号
（国

土
調
査
に
よ
る
成
果
前
の
地
番
号
）
を

記
載
す
る
方
が
あ
り
ま
す
が
、
旧
地
番

号
で
は
、
登
記
簿
を
索
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
閻
違
い
の
な
い
よ

う
に
く
れ
ぐ
れ
も
注
意
し
て
く
だ
さ

、。＞ （
松
山
地
方
法
務
局
肱
川
出
張
所
）

台
凰
の
シ
ー
ス
ソ
で
す

こ
と
し
も
台
風
の
シ
ー
ズ
ン
が
や
っ

て
き
ま
し
た
。
台
風
は
例
年
八
月
・
九

月
に
日
本
に
接
近
し
、
上
陸
す
る
こ
と

が
多
く
、
こ
の
結
果
、
多
く
の
尊
い
人

命
や
財
産
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
集
中
豪
雨
に
よ
る
山
く
ず

れ
、
河
川
の
は
ん
ら
ん
な
ど
が
主
な
原

因
で
す
。

台
風
が
く
る
と
、
票
風
・
豪
雨
・
洪
水

な
ど
で
河
川
が
は
ん
ら
ん
し
た
り
、
家

屋
の
倒
堕
流
失
、
そ
れ
に
山
く
ず
れ
、

が
け
く
ず
れ
な
ど
の
発
生
か
ら
、
多
く

の
被
害
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
消
防
団
な
ど
が
、
こ
う

し
た
災
害
に
備
え
て
人
命
を
守
る
こ
と

を
中
心
に
、
危
険
な
と
こ
ろ
の
警
戒
や
、

災
害
時
の
救
出
な
ど
の
態
勢
を
備
え
て
｀

い
ま
す
が
、
台
風
の
被
害
を
少
な
く
す

る
に
は
、
こ
う
し
た
人
た
ち
の
活
動
だ

け
で
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

住
民
の
み
な
さ
ん
が
ふ
だ
ん
か
ら
の

.’
 

し

し‘

準
備
を
心
が
け
、
注
意
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

台
風
が
近
づ
い
た
ら
ラ
ジ
オ
や
テ
レ

ビ
で
気
象
情
報
を
よ
く
き
き
ま
し
ょ
う
。

外
出
や
旅
行
は
で
き
る
だ
け
見
合
わ
せ

る
こ
と
、
窓
や
雨
戸
を
と
ば
さ
れ
な
い

よ
う
に
く
ぎ
で
と
め
る
か
、
板
を
あ
て

る
か
し
て
早
自
に
補
強
し
て
お
き
ま
し

ょ
う
。また
、
停
電
に
備
え
て
壊
中
電
灯
や

ロ
ー
ソ
ク
、
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ラ
ジ
オ
な

ど
を
用
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

句

芦TT
フ
イ下
鹿
野
川
山
本
湖
舟

祝
庁
舎
落
成

式
典
の
雅
楽
が
起
り
風
鳶
る
｀

落
成
の
庁
舎
真
白
き
山
青
葉

純
白
の
庁
舎
眩
ゆ
し
山
青
葉

た

け

さ
土


